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IPCC第４次評価報告書(AR4)
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第4次評価報告書（AR4) に向けたスケジュール

� 第第第第１１１１作業部会作業部会作業部会作業部会：「：「：「：「自然科学的根拠自然科学的根拠自然科学的根拠自然科学的根拠」」」」

WGIWGI--XX会合会合会合会合会合会合会合会合((パリパリパリパリ、、、、パリパリパリパリ、、、、20072007年年年年年年年年11月月月月月月月月2929日日日日～～～～日日日日～～～～22月月月月月月月月11日日日日日日日日))

� 第2作業部会：「影響･適応･脆弱性」

WGII-VIII会合(ベルギー・ブリュッセルブリュッセルブリュッセルブリュッセル、 2007年４月2日～4月5日）

� 第3作業部会：「緩和策」

WGIII-IX会合(タイ・バンコクバンコクバンコクバンコク、2007年4月30日～5月3日)

� 統合報告書統合報告書統合報告書統合報告書：：：：

IPCCIPCC--XXVIIXXVII会合会合((スペイン・スペイン・バレンシアバレンシアバレンシアバレンシアバレンシアバレンシアバレンシアバレンシア、、20072007年年1111月月1212日～日～1616日日))



温暖化温暖化温暖化温暖化にににに関関関関するするするするIPCCメッセージメッセージメッセージメッセージのののの進展進展進展進展

○○○○1990年年年年：：：：第第第第1次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書(FAR)
““““人為起源人為起源人為起源人為起源のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスはははは気候変化気候変化気候変化気候変化をををを生生生生じじじじさせるさせるさせるさせる恐恐恐恐れれれれがあるがあるがあるがある ””””

○○○○1995年年年年：：：：第第第第2次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書(SAR)

““““識別可能識別可能識別可能識別可能なななな人為的影響人為的影響人為的影響人為的影響がががが全球全球全球全球のののの気候気候気候気候にににに現現現現れているれているれているれている””””

○○○○2001年年年年：：：：第第第第3次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書(TAR)

“過去過去過去過去50505050年間年間年間年間にににに観測観測観測観測されたされたされたされた温暖化温暖化温暖化温暖化のののの大部分大部分大部分大部分はははは、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス濃度濃度濃度濃度のののの増加増加増加増加

によるによるによるによるものであったものであったものであったものであった可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい(likely, 66～～～～90%のののの確確確確からしさからしさからしさからしさ））））”

○○○○2007年年年年：：：：第第第第4次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書(AR4)

““““地球地球地球地球システムシステムシステムシステムのののの温暖化温暖化温暖化温暖化にはにはにはには疑疑疑疑うううう余地余地余地余地がないがないがないがない””””

“20202020世紀半世紀半世紀半世紀半ばばばば以降以降以降以降にににに観測観測観測観測されたされたされたされた世界平均気温世界平均気温世界平均気温世界平均気温のののの上昇上昇上昇上昇のほとんどはのほとんどはのほとんどはのほとんどは、、、、人人人人

為起源為起源為起源為起源のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの増加増加増加増加がががが温暖化温暖化温暖化温暖化のののの原因原因原因原因であったであったであったであった可能性可能性可能性可能性がかなりがかなりがかなりがかなり高高高高

いいいい(very likely, 90～～～～95％％％％のののの確確確確からしさからしさからしさからしさ)””””
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気象庁資料
[1750～2005年]



世界平均地上気温の変化 (1961～1990年の平均からの偏差）線形トレンドデータからひいた曲線
10年ごとの誤差範囲 (5~95%)

• 2006年年年年までのまでのまでのまでの12年間年間年間年間のうちのうちのうちのうち11年間年間年間年間はははは、、、、1850年年年年からからからから現在現在現在現在までのまでのまでのまでの間間間間でででで最最最最もももも暖暖暖暖かったかったかったかった。。。。

• 2005年年年年までのまでのまでのまでの100年年年年：：：：0.74℃℃℃℃。。。。 2000年年年年までのまでのまでのまでの100年年年年：：：：0.6℃℃℃℃(ＴＡＲＴＡＲＴＡＲＴＡＲ)よりもよりもよりもよりも大大大大きいきいきいきい。。。。

• 最近最近最近最近50年間年間年間年間(1956～～～～2005年年年年)のののの温度上昇温度上昇温度上昇温度上昇のののの傾向傾向傾向傾向はははは、、、、10年間年間年間年間にににに0.13℃℃℃℃。。。。 これはこれはこれはこれは、、、、過去過去過去過去

100年間年間年間年間(1906～～～～2005年年年年)のののの傾向傾向傾向傾向ののののほぼほぼほぼほぼ2倍倍倍倍にににに相当相当相当相当。。。。

環境省資料（原典 IPCC/AR4）による



世界平均海面水位の変化（観測）

• 20世紀中世紀中世紀中世紀中でででで0.17m上昇上昇上昇上昇 （（（（年平均年平均年平均年平均 1.7mm上昇上昇上昇上昇））））

• 1961～～～～2003年年年年：：：： 年平均年平均年平均年平均 1.8mm上昇上昇上昇上昇。。。。

• 1993～～～～2003年年年年：：：： 年平均年平均年平均年平均 3.1mm上昇上昇上昇上昇→→→→10年規模変動年規模変動年規模変動年規模変動かかかか、、、、長期傾向長期傾向長期傾向長期傾向かはかはかはかは不明不明不明不明。。。。

しかししかししかししかし、、、、グリーンランドグリーンランドグリーンランドグリーンランドとととと南極南極南極南極のののの氷床氷床氷床氷床のののの氷氷氷氷のののの消失消失消失消失がががが寄与寄与寄与寄与したしたしたした可能性可能性可能性可能性はかなりはかなりはかなりはかなり高高高高いいいい。。。。

IPCC/AR4



観測観測観測観測されたされたされたされた海面水位海面水位海面水位海面水位のののの上昇率上昇率上昇率上昇率とととと様様様様々々々々なななな要因要因要因要因によるによるによるによる寄与寄与寄与寄与のののの見積見積見積見積もりもりもりもり

気象庁資料（原典AR4)



北極の気温と海氷 〈観測〉

• 潜水艦潜水艦潜水艦潜水艦によるによるによるによる観測観測観測観測データデータデータデータによるとによるとによるとによると、、、、1987～～～～1997年年年年にかけてにかけてにかけてにかけて、、、、北極中央部北極中央部北極中央部北極中央部

のののの海氷海氷海氷海氷のののの厚厚厚厚さはさはさはさは、、、、最大最大最大最大1m減少減少減少減少したしたしたした可能性可能性可能性可能性ががががかなりかなりかなりかなり高高高高いいいい。。。。

極地の氷関連模式図

環境省資料 原出典：AR4 第4章 図4.1より作成

出典：AR4 第4章



山岳氷河と積雪 〈観測〉

• 山岳氷河山岳氷河山岳氷河山岳氷河とととと積雪積雪積雪積雪はははは北半北半北半北半

球球球球とととと南半球南半球南半球南半球のののの両方両方両方両方でででで減減減減

少少少少しているしているしているしている。。。。

環境省資料原出典：AR4 第4章 FAQ4.1 図1
※ある期間の氷河の増加量と減少量の差し引きのこと。

出典：AR4 SPM 氷河氷河氷河氷河のののの年間質量収支年間質量収支年間質量収支年間質量収支

※※※※
のののの変化変化変化変化（（（（全期間平均全期間平均全期間平均全期間平均とのとのとのとの差差差差））））

北半球北半球北半球北半球のののの各年積雪面積各年積雪面積各年積雪面積各年積雪面積のののの変化変化変化変化（（（（全期間平均全期間平均全期間平均全期間平均とのとのとのとの差差差差））））

年年年年

（（（（百万平方百万平方百万平方百万平方キロメートルキロメートルキロメートルキロメートル））））

（（（（億億億億トントントントン）））） （（（（億億億億トントントントン））））
赤線赤線赤線赤線はははは質質質質

量収支量収支量収支量収支のののの

累計量累計量累計量累計量をををを

表表表表しているしているしているしている。。。。

氷河氷河氷河氷河とととと積雪面積積雪面積積雪面積積雪面積のののの変化変化変化変化

氷河氷河氷河氷河、、、、積雪面積共積雪面積共積雪面積共積雪面積共にににに減少減少減少減少

傾向傾向傾向傾向がががが見見見見られるられるられるられる。。。。



北極の気温と海氷 〈観測〉

北極における夏季の最小海氷範囲（1978～2005年）
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• このこのこのこの100年間年間年間年間でででで、、、、北極北極北極北極のののの気温気温気温気温

はははは、、、、世界全体世界全体世界全体世界全体のののの平均気温平均気温平均気温平均気温のののの

ほぼほぼほぼほぼ2倍倍倍倍のののの速速速速さでさでさでさで上昇上昇上昇上昇していしていしていしてい

るるるる。。。。

• 1978年以降年以降年以降年以降のののの衛星衛星衛星衛星データデータデータデータにににに

よるとよるとよるとよると、、、、北極北極北極北極のののの平均海氷面積平均海氷面積平均海氷面積平均海氷面積

はははは、、、、10年間年間年間年間あたりあたりあたりあたり2.7%のののの減減減減

少少少少。。。。

• 特特特特にににに夏季夏季夏季夏季においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、10年間年間年間年間

あたりあたりあたりあたり7.4％％％％とととと、、、、よりよりよりより大大大大きなきなきなきな 減減減減

少傾向少傾向少傾向少傾向にあるにあるにあるにある。。。。

((((一方一方一方一方 南極南極南極南極のののの海氷面積海氷面積海氷面積海氷面積にはにはにはには有意有意有意有意

なななな平均的傾向平均的傾向平均的傾向平均的傾向はははは見見見見られないられないられないられない。）。）。）。）
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極端な気象現象の最近の傾向、予測等

表表表表のののの注釈注釈注釈注釈 （a）：定義については、表3.7 を参照。（【訳注】別紙2 参照）。 （b）：表TS-4、囲みTS-3.4 及び表9.4 を参照。 （c)：寒い日

や夜（最も寒い上位10％）の頻度の減少。 （d）：各年の最高気温を記録した日／夜の昇温。 （e）：暑い日／夜（最も暑い上位10％）

の頻度の増加。 （f）：人間活動の寄与の大きさは評価されていない。これらの現象に対する原因特定は、正式な研究よりは専門家

の判断によるものである。 （g）：極端な高潮位の発生は、平均海面水位及び地域的な気象システムに依存する。ここで極端な高潮

位は、ある観測所において一定の期間に観測された一時間ごとの海面水位のうち、最も高い1%と定義する。 （h）：観測された極端な

高潮位の変化は、平均海面水位の変化によく従っている｛5.5、2.6｝。人間活動が平均海面水位上昇に寄与している可能性はかなり

高い。 （i）：全てのシナリオにおいて、2100 年における世界の平均海面水位予測値は基準期間の値より高い｛10.6｝。地域的な気象

システムの変化が極端な高潮位に及ぼす効果は評価されていない。 気象庁資料 原典IPCC/AR4



過去1300年の北半球の気温の変化

1961

1990

～～～～

• 20世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半のののの北半球北半球北半球北半球のののの平均気温平均気温平均気温平均気温はははは、、、、過去過去過去過去500年年年年におけるどのにおけるどのにおけるどのにおけるどの50年間年間年間年間よりもよりもよりもよりも暖暖暖暖かかったかかったかかったかかった可能性可能性可能性可能性

ががががかなりかなりかなりかなり高高高高くくくく、、、、少少少少なくともなくともなくともなくとも過去過去過去過去1300年年年年のののの中中中中でででで最最最最もももも暖暖暖暖かかったかかったかかったかかった可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい。。。。

IPCC/AR4



�気候気候気候気候システムシステムシステムシステムのののの温温温温

暖化暖化暖化暖化にはにはにはには疑疑疑疑うううう余地余地余地余地がががが

ないないないない。。。。

�このことはこのことはこのことはこのことは、、、、大気大気大気大気やややや海海海海

洋洋洋洋のののの世界平均温度世界平均温度世界平均温度世界平均温度のののの上上上上

昇昇昇昇、、、、雪氷雪氷雪氷雪氷のののの広範囲広範囲広範囲広範囲にわにわにわにわ

たるたるたるたる融解融解融解融解、、、、世界平均海面世界平均海面世界平均海面世界平均海面

水位水位水位水位のののの上昇上昇上昇上昇がががが観測観測観測観測されされされされ

ていることからていることからていることからていることから、、、、今今今今やややや明明明明

白白白白であるであるであるである。。。。
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20世紀半世紀半世紀半世紀半ばばばば以降以降以降以降にににに観観観観

測測測測されたされたされたされた世界平均気温世界平均気温世界平均気温世界平均気温

のののの上昇上昇上昇上昇はははは、、、、人為起源人為起源人為起源人為起源のののの

温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの増加増加増加増加

によるによるによるによる可能性可能性可能性可能性ががががかなりかなりかなりかなり

高高高高いいいい（（（（very likely)

黒黒黒黒：：：：観測結果観測結果観測結果観測結果

（（（（a,bともともともとも同同同同じじじじ））））

赤赤赤赤：：：：

人為起源人為起源人為起源人為起源
＋＋＋＋

自然起源自然起源自然起源自然起源のののの

強制力強制力強制力強制力

青青青青：：：：

自然起源自然起源自然起源自然起源

のののの強制力強制力強制力強制力

のみのみのみのみ

原因特定原因特定

（14 ののののモデルモデルモデルモデルによるによるによるによる58のののの実験実験実験実験からからからから.  IPCC））））

(5モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる19のののの実験実験実験実験からからからから、、、、IPCC)



人間活動の影響

1906～2005年の世界規模及び大陸規模の10年平均地上気温の変化

（1901～1950年の平均値が基準）とモデルシミュレーションの比較

• 過去過去過去過去50年年年年にわたってにわたってにわたってにわたって、、、、

南極大陸南極大陸南極大陸南極大陸をををを除除除除くくくく各大各大各大各大

陸陸陸陸においてにおいてにおいてにおいて、、、、平均平均平均平均すすすす

るとるとるとると、、、、人為起源人為起源人為起源人為起源のののの顕顕顕顕

著著著著なななな温暖化温暖化温暖化温暖化がががが起起起起こっこっこっこっ

たたたた可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい。。。。

青帯青帯青帯青帯：：：：自然自然自然自然のののの強制力強制力強制力強制力のみのみのみのみ

によるによるによるによるシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション

5モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる19のののの実験実験実験実験

気
温
変
化

気
温
変
化

気
温
変
化

気
温
変
化
（（ （（
℃℃ ℃℃
）） ））

年年年年 年年年年 年年年年
年年年年 年年年年 年年年年

年年年年 年年年年 年年年年
北米北米北米北米 ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ アジアアジアアジアアジア

南米南米南米南米
全世界全世界全世界全世界 陸域全体陸域全体陸域全体陸域全体 海洋全体海洋全体海洋全体海洋全体

オーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリア
陸域全体陸域全体陸域全体陸域全体

アフリカアフリカアフリカアフリカ気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））
気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））

気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））
気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃）））） 気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））

気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））
気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃）））） 気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃）））） 気温平年差気温平年差気温平年差気温平年差（（（（℃℃℃℃））））

赤帯赤帯赤帯赤帯：：：：自然自然自然自然とととと人為人為人為人為のののの強制力強制力強制力強制力

※※※※
によるによるによるによるシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション

14モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる58のののの実験実験実験実験

黒黒黒黒：：：：観測結果観測結果観測結果観測結果（（（（破線破線破線破線はははは観測面積観測面積観測面積観測面積がががが全体全体全体全体のののの50%未満未満未満未満））））



水蒸気のフィードバック

5つの大気循環モデルにおけるフィードバック効果の推定

• 温暖化温暖化温暖化温暖化によりによりによりにより気温気温気温気温がががが上昇上昇上昇上昇するとするとするとすると、、、、大気中大気中大気中大気中のののの水蒸水蒸水蒸水蒸

気量気量気量気量がががが増加増加増加増加しししし、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果をををを増幅増幅増幅増幅させるさせるさせるさせるとととと考考考考えらえらえらえら

れているれているれているれている。。。。

→→→→正正正正ののののフィードバックフィードバックフィードバックフィードバック

• 雲雲雲雲によるによるによるによるフィードバックフィードバックフィードバックフィードバック機構機構機構機構はいまだにはいまだにはいまだにはいまだに不確実性不確実性不確実性不確実性

のののの最大要素最大要素最大要素最大要素であるであるであるである。。。。



予測モデルの向上

• TARとととと比較比較比較比較してしてしてして、、、、気候変動予測気候変動予測気候変動予測気候変動予測モデルモデルモデルモデルはははは進歩進歩進歩進歩しているしているしているしている。。。。

主主主主なななな改善点改善点改善点改善点

①①①①多多多多くのくのくのくのモデルシミュレーションモデルシミュレーションモデルシミュレーションモデルシミュレーションがががが入手可能入手可能入手可能入手可能となったとなったとなったとなった。。。。

②②②②観測結果観測結果観測結果観測結果よりよりよりより得得得得られたられたられたられた追加的追加的追加的追加的なななな知見知見知見知見ををををモデルモデルモデルモデルにににに取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた。

不確実性不確実性不確実性不確実性のののの主主主主なななな課題課題課題課題

•雲雲雲雲によるによるによるによるフィードバックフィードバックフィードバックフィードバック機構機構機構機構はいまだにはいまだにはいまだにはいまだに不確実性不確実性不確実性不確実性のののの最大要素最大要素最大要素最大要素であるであるであるである。。。。

・・・・各各各各モデルモデルモデルモデルによってによってによってによって、、、、フィードバックフィードバックフィードバックフィードバックのののの気候気候気候気候システムシステムシステムシステムにににに与与与与えるえるえるえる影響度影響度影響度影響度がががが大大大大きくきくきくきく異異異異なるなるなるなる

・・・・海洋海洋海洋海洋によるによるによるによる熱吸収熱吸収熱吸収熱吸収においてにおいてにおいてにおいて重要重要重要重要なななな南極海南極海南極海南極海ででででモデルモデルモデルモデルのののの誤差誤差誤差誤差がががが大大大大きいきいきいきい

・・・・計算機能力計算機能力計算機能力計算機能力のののの不足不足不足不足によりによりによりにより、、、、解像度解像度解像度解像度ややややモデルモデルモデルモデルのののの複雑複雑複雑複雑さなどがさなどがさなどがさなどが制限制限制限制限されているされているされているされている

・・・・モデルモデルモデルモデルのののの信頼性信頼性信頼性信頼性のののの指標指標指標指標となるとなるとなるとなるモデルモデルモデルモデル性能性能性能性能のののの評価軸評価軸評価軸評価軸がががが未確立未確立未確立未確立であるであるであるである

その他の改善点

・・・・主要主要主要主要なななな変動変動変動変動パターンパターンパターンパターンやややや極端極端極端極端なななな高温高温高温高温・・・・低温低温低温低温をををを含含含含むむむむ、、、、モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる現在現在現在現在のののの気候気候気候気候のののの再現性向上再現性向上再現性向上再現性向上

・・・・モデルモデルモデルモデルのののの解像度向上解像度向上解像度向上解像度向上、、、、計算方法計算方法計算方法計算方法やややや各種各種各種各種プロセスプロセスプロセスプロセスののののモデルモデルモデルモデル化化化化のののの改良改良改良改良、、、、及及及及びびびび更更更更なるなるなるなるプロセスプロセスプロセスプロセスのののの追加追加追加追加

・・・・観測結果観測結果観測結果観測結果をををを初期条件初期条件初期条件初期条件としたとしたとしたとした短期間短期間短期間短期間～～～～長期間長期間長期間長期間ののののテストテストテストテスト予測予測予測予測などなどなどなど、、、、モデルモデルモデルモデルのののの包括的包括的包括的包括的なななな解析解析解析解析テストテストテストテストのののの実施実施実施実施

・・・・国際的国際的国際的国際的なななな協調協調協調協調のののの促進促進促進促進によるによるによるによる、、、、モデルモデルモデルモデルのののの精査精査精査精査のののの強化及強化及強化及強化及びびびび動作動作動作動作テストテストテストテストのののの普及普及普及普及

環境省資料



SRES*排出シナリオ
＊排出排出排出排出シナリオシナリオシナリオシナリオにににに関関関関するするするするIPCC特別報告書特別報告書特別報告書特別報告書(2000)

ＡＡＡＡ1111ＦＦＦＦIIII：：：：化石化石化石化石エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー源源源源をををを重視重視重視重視

AAAA1111ＢＢＢＢ：：：：各各各各エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー源源源源ののののバランスバランスバランスバランスをををを重視重視重視重視

A1TA1TA1TA1T:非化石非化石非化石非化石エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー源源源源をををを重視重視重視重視

(新新新新エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの大幅大幅大幅大幅なななな技術革新技術革新技術革新技術革新)

ＡＡＡＡ2：「：「：「：「多元化社会多元化社会多元化社会多元化社会シナリオシナリオシナリオシナリオ」」」」

地域独自性地域独自性地域独自性地域独自性、、、、世界人口増加世界人口増加世界人口増加世界人口増加、、、、経済成長経済成長経済成長経済成長・・・・技技技技

術変化術変化術変化術変化はばらつきはばらつきはばらつきはばらつき、、、、緩緩緩緩やかなやかなやかなやかな技術革新技術革新技術革新技術革新などなどなどなど

ＡＡＡＡ1：：：： 「「「「高成長高成長高成長高成長型型型型社会社会社会社会シナリオシナリオシナリオシナリオ」」」」

ＢＢＢＢ1111：：：： 「「「「持続的発展持続的発展持続的発展持続的発展型社会型社会型社会型社会シナリシナリシナリシナリ

経済経済経済経済、、、、社会及社会及社会及社会及びびびび環境問題環境問題環境問題環境問題でででで世界的対策重視世界的対策重視世界的対策重視世界的対策重視、、、、

クリーンクリーンクリーンクリーン技術技術技術技術のののの導入導入導入導入などなどなどなど

ＢＢＢＢ2：：：： 「「「「地域共存型社会地域共存型社会地域共存型社会地域共存型社会シナリオシナリオシナリオシナリオ」」」」

経済経済経済経済、、、、社会及社会及社会及社会及びびびび環境問題環境問題環境問題環境問題ではではではでは地域的対策重視地域的対策重視地域的対策重視地域的対策重視、、、、

穏穏穏穏やかだがやかだがやかだがやかだが広範囲広範囲広範囲広範囲なななな技術革新技術革新技術革新技術革新



排出排出排出排出シナリオシナリオシナリオシナリオにににに基基基基づいたづいたづいたづいた、、、、二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素のののの変化予測変化予測変化予測変化予測

IPCC/TAR



SRESシナリオシナリオシナリオシナリオのののの範囲範囲範囲範囲ではではではでは、、、、今後今後今後今後20年間年間年間年間にににに、、、、10年年年年あたりあたりあたりあたり約約約約0.2℃℃℃℃のののの割合割合割合割合でででで

気温気温気温気温がががが上昇上昇上昇上昇することがすることがすることがすることが予測予測予測予測されるされるされるされる。。。。

世界世界世界世界平均平均平均平均地上気温変化地上気温変化地上気温変化地上気温変化（（（（再現再現再現再現とととと予測予測予測予測））））



二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素のののの海洋海洋海洋海洋におけるにおけるにおけるにおけるフラックスフラックスフラックスフラックス(放出放出放出放出････吸収吸収吸収吸収））））
(観測から1995年基準で算定された分布)

IPCC/AR4



炭素循環フィードバック(モデル)

A2シナリオシナリオシナリオシナリオではではではでは、、、、このこのこのこのフィードバックフィードバックフィードバックフィードバックによりによりによりにより、、、、2100年年年年にはにはにはには、、、、
さらにさらにさらにさらに世界平均気温世界平均気温世界平均気温世界平均気温がががが1℃℃℃℃上昇上昇上昇上昇するするするする。。。。

気候変化気候変化気候変化気候変化

気候気候気候気候モデルモデルモデルモデル

CO2

排出排出排出排出

生物生物生物生物････地球化学過程地球化学過程地球化学過程地球化学過程

によるによるによるによる、、、、陸面陸面陸面陸面、、、、海洋海洋海洋海洋

のののの吸収吸収吸収吸収

大気中大気中大気中大気中のののの滞留分滞留分滞留分滞留分.
（（（（CO2濃度濃度濃度濃度））））

気候変化気候変化気候変化気候変化

（（（（結合系結合系結合系結合系におけるにおけるにおけるにおける変化変化変化変化））））

Simple Carbon Cycle Model

フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック

生態系生態系生態系生態系などによるなどによるなどによるなどによる、、、、

陸面陸面陸面陸面、、、、海洋海洋海洋海洋のののの吸収吸収吸収吸収

大気中大気中大気中大気中のののの滞留分滞留分滞留分滞留分

（（（（CO2濃度濃度濃度濃度））））

炭素循環炭素循環炭素循環炭素循環‐‐‐‐気候結合気候結合気候結合気候結合モデルモデルモデルモデル

CO2

排出排出排出排出



様様様様々々々々ななななモデルケースモデルケースモデルケースモデルケースにににに対対対対するするするする、、、、21 21 21 21 世紀末世紀末世紀末世紀末におけるにおけるにおけるにおける

世界平均地上気温世界平均地上気温世界平均地上気温世界平均地上気温のののの昇温予測及昇温予測及昇温予測及昇温予測及びびびび海面水位上昇予測海面水位上昇予測海面水位上昇予測海面水位上昇予測



海洋の酸性化

• 大気中大気中大気中大気中のののの二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素のののの増加増加増加増加はははは海洋海洋海洋海洋のののの酸性化酸性化酸性化酸性化をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす。。。。

• 産業革命以来産業革命以来産業革命以来産業革命以来、、、、海洋海洋海洋海洋ののののpHはははは既既既既にににに約約約約0.1低下低下低下低下したしたしたした。。。。

• 21世紀世紀世紀世紀末末末末までまでまでまでにににに、、、、世界平均世界平均世界平均世界平均のののの海洋表層海洋表層海洋表層海洋表層ｐｐｐｐHはははは、、、、さらにさらにさらにさらに0.14からからからから0.35低下低下低下低下

するとするとするとすると予測予測予測予測されるされるされるされる。。。。

IPCC/AR4
pHの変化予測

CO2排出量

CO2濃度

年

深
さ
（
K
m
)
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深層循環 （熱塩循環ともいう。海水の密度の違いにより生じる海洋循環）

• 現在現在現在現在ののののモデルモデルモデルモデル予測予測予測予測によるとによるとによるとによると、、、、大西洋大西洋大西洋大西洋のののの深層循環深層循環深層循環深層循環はははは、、、、2100年年年年までにまでにまでにまでに

25%（（（（0～～～～50%））））のののの減衰減衰減衰減衰がががが予測予測予測予測されるされるされるされる。。。。

IPCC/AR4



海氷面積の現状と将来予測

• 全全全全てのてのてのてのシナリオシナリオシナリオシナリオにおいてにおいてにおいてにおいて、、、、北極北極北極北極とととと南極双方南極双方南極双方南極双方のののの海氷海氷海氷海氷がががが縮小縮小縮小縮小するとするとするとすると予測予測予測予測されているされているされているされている。。。。

• 北極北極北極北極のののの晩夏晩夏晩夏晩夏のののの海氷海氷海氷海氷はははは、、、、21世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半までにまでにまでにまでにほとんどほとんどほとんどほとんど消失消失消失消失するするするするととととのののの予測予測予測予測もあるもあるもあるもある。。。。

IPCC/AR4 

31

※ SRESシナリオA1Bに基づく予測。

北極北極北極北極

南極南極南極南極

平均海氷密度（％）

1980‐‐‐‐2000のののの平均平均平均平均 2080‐‐‐‐2100のののの予測予測予測予測

7月月月月8月月月月9月月月月 7月月月月8月月月月9月月月月
7月月月月8月月月月9月月月月 7月月月月8月月月月9月月月月

1月月月月2月月月月3月月月月
1月月月月2月月月月3月月月月

1月月月月2月月月月3月月月月
1月月月月2月月月月3月月月月



降水量降水量降水量降水量（（（（冬冬冬冬）））） 降水量降水量降水量降水量（（（（夏夏夏夏））））

冬･夏の各降水量分布



極端現象の将来予測

�猛暑猛暑猛暑猛暑、、、、熱波熱波熱波熱波、、、、大雨大雨大雨大雨などのなどのなどのなどの極端極端極端極端なななな気象気象気象気象はははは、、、、今後今後今後今後ますますますますますますますます

頻度頻度頻度頻度がががが増加増加増加増加するするするする可能性可能性可能性可能性ががががかなりかなりかなりかなり高高高高いいいい。

� 冬冬冬冬期期期期のののの温暖化温暖化温暖化温暖化ははははよりよりよりより速速速速いいいいペースペースペースペースでででで進進進進むむむむ。。。。

� 世界的世界的世界的世界的にににに熱波熱波熱波熱波がががが増加増加増加増加するするするする（（（（特特特特にににに西西西西ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ、、、、地中海沿岸地中海沿岸地中海沿岸地中海沿岸

アメリカアメリカアメリカアメリカ西部及西部及西部及西部及びびびび南東部南東部南東部南東部）。）。）。）。

�ほとんどのほとんどのほとんどのほとんどの地域地域地域地域でででで、、、、激激激激しいしいしいしい豪雨豪雨豪雨豪雨のののの発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度がががが増加増加増加増加するするするする。。。。

�亜熱帯地域亜熱帯地域亜熱帯地域亜熱帯地域、、、、低低低低～～～～中緯度地域中緯度地域中緯度地域中緯度地域ではではではでは、、、、連続連続連続連続してしてしてして降雨降雨降雨降雨のないのないのないのない日日日日（（（（乾乾乾乾

燥日燥日燥日燥日））））がががが増加増加増加増加するするするする

�熱帯低気圧熱帯低気圧熱帯低気圧熱帯低気圧(台風及台風及台風及台風及びびびびハリケーンハリケーンハリケーンハリケーン)のののの強度強度強度強度はははは増大増大増大増大しししし、、、、最最最最

大風速大風速大風速大風速やややや降水強度降水強度降水強度降水強度はははは増加増加増加増加するするするする可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいい。。。。

�

�



・温暖化温暖化温暖化温暖化はははは、、、、陸域及陸域及陸域及陸域及びびびび多多多多くのくのくのくの北半球北半球北半球北半球のののの高緯度地域高緯度地域高緯度地域高緯度地域のののの陸地陸地陸地陸地でででで最大最大最大最大となとなとなとな

りりりり、、、、南極海南極海南極海南極海とととと北大西洋北大西洋北大西洋北大西洋でででで最小最小最小最小とととと予測予測予測予測されされされされるるるる。。。。



気温地域予測(日本付近と北極域）

• 1980～～～～1999年年年年のののの20年間年間年間年間のののの平均気温平均気温平均気温平均気温をををを100年後年後年後年後（（（（2080～～～～
2099年年年年））））のののの20年間年間年間年間とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、、、、日本日本日本日本をををを含含含含むむむむ東東東東アジアアジアアジアアジアはははは

平均平均平均平均3.3℃℃℃℃上昇上昇上昇上昇するとするとするとすると予測予測予測予測されされされされるるるる。。。。

• 北極北極北極北極はははは、、、、今世紀中今世紀中今世紀中今世紀中にににに最最最最もももも温暖化温暖化温暖化温暖化するするするする可能性可能性可能性可能性がかなりがかなりがかなりがかなり高高高高くくくく、、、、

冬冬冬冬にににに最最最最もももも気温気温気温気温がががが上昇上昇上昇上昇するするするする。。。。

IPCC/AR4
2.13.06-8月

3.3

3.3

3.3

3.6

東アジア 気温上昇

(℃)
北極 気温上昇

(℃)

4.9平均平均平均平均

6.09-11月

4.43-5月

6.912-2月

※A1Bシナリオ



WG1のAR4の主要点

• 観測観測観測観測ととととモデルモデルモデルモデルのののの進展進展進展進展によりによりによりにより、、、、よりよりよりより確確確確かなかなかなかな情報情報情報情報がががが得得得得らららら

れているれているれているれている。。。。

• 気気気気候候候候システムシステムシステムシステムのののの温暖化温暖化温暖化温暖化にはにはにはには疑疑疑疑うううう余地余地余地余地がないがないがないがない。。。。

• 近年近年近年近年のののの温暖化温暖化温暖化温暖化がががが温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの増加増加増加増加によることはによることはによることはによることは

かなりかなりかなりかなり可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いいいいとととと評価評価評価評価しているしているしているしている。。。。

• モデルモデルモデルモデルがががが増加増加増加増加したことによりしたことによりしたことによりしたことにより、、、、将来将来将来将来のののの気候変化予測気候変化予測気候変化予測気候変化予測

にににに、、、、Best Estimate(最良最良最良最良のののの予測値予測値予測値予測値)ととととLikely 
Range(予測幅予測幅予測幅予測幅））））をををを、、、、導入導入導入導入することがすることがすることがすることが出来出来出来出来ができたができたができたができた。。。。

• 今後今後今後今後20年年年年のののの近未来近未来近未来近未来のののの気温変化気温変化気温変化気温変化ががががシナリオシナリオシナリオシナリオにににに関関関関わらわらわらわら

ずずずず、、、、予測予測予測予測されたされたされたされた.


